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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて、基地局が端末に制御信号を送信する方法であって、
　チャンネル状態情報基準信号（ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｔｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ、ＣＳＩ－ＲＳ）を送信する資源を決定する段階と
、
　複数個のＣＳＩ－ＲＳミューティングパターンのうち、第１端末に適用される少なくと
も１つのＣＳＩ－ＲＳミューティングパターンを決定し、前記決定された少なくとも１つ
のＣＳＩ－ＲＳミューティングパターンに含まれる資源のうち選択された少なくとも一部
の資源から前記第１端末に対する前記制御信号を送信するように決定する段階と、
　前記第１端末及び第２端末に上位階層シグナリングを送信する段階と、
　前記少なくとも一部の資源から前記制御信号を前記基地局から前記第１端末に送信する
段階と、を含み、
　前記第１端末に対する上位階層シグナリングは、前記第１端末がＣＳＩ－ＲＳを受信す
るための情報と、ミューティングが適用された資源情報と、前記第１端末に対する前記制
御信号を送信する資源情報とを含み、
　前記第２端末に対する上位階層シグナリングは、前記第２端末がＣＳＩ－ＲＳを受信す
るための情報と、ミューティングが適用された資源情報とを含み、
　前記第１端末に対する前記制御信号が送信される前記少なくとも一部の資源は、前記第
２端末に対してミューティングで適用される
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　ことを特徴とする制御情報送信方法。
【請求項２】
　前記第１端末に対する前記制御信号を送信する資源は、前記ＣＳＩ－ＲＳを送信する資
源及び前記第１端末にミューティングが適用される資源と重ならないように決定される
　ことを特徴とする、請求項１に記載の制御情報送信方法。
【請求項３】
　前記第１端末に送信される前記制御信号は、広帯域信号または副帯域信号である
　ことを特徴とする、請求項１に記載の制御情報送信方法。
【請求項４】
　無線通信システムにおいて、端末が基地局から制御信号を受信する方法であって、
　前記基地局から上位階層シグナリングを受信する段階と、
　前記基地局からチャンネル状態情報基準信号（ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｔｅ　ｉｎｆｏ
ｒｍａｔｉｏｎ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ、ＣＳＩ－ＲＳ）を受信するための
資源を用いて、前記ＣＳＩ－ＲＳを受信する段階と、
　前記基地局から前記端末に適用される少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳミューティングパ
ターンに含まれる資源のうち選択された少なくとも一部の資源から前記制御信号を受信す
る段階と、
　前記受信した制御信号を処理する段階と、を含み、
　前記端末に対する上位階層シグナリングは、前記端末がＣＳＩ－ＲＳを受信するための
情報と、ミューティングが適用された資源情報と、前記端末に対する前記制御信号を送信
するための資源情報とを含み、
　他の端末に対する上位階層シグナリングは、前記他の端末がＣＳＩ－ＲＳを受信するた
めの情報と、ミューティングが適用された資源情報とを含み、
　前記端末に対する前記制御信号が送信される前記少なくとも一部の資源は、前記他の端
末に対してミューティングで適用される
　ことを特徴とする制御情報受信方法。
【請求項５】
　前記端末に対する前記制御信号を受信するための資源は、前記ＣＳＩ－ＲＳを受信する
ための資源及び前記端末にミューティングが適用される資源と重ならないように決定され
る
　ことを特徴とする、請求項４に記載の制御情報受信方法。
【請求項６】
　前記端末に送信される前記制御信号は、広帯域信号または副帯域信号である
　ことを特徴とする、請求項４に記載の制御情報受信方法。
【請求項７】
　無線通信システムにおいて、端末に制御信号を送信する基地局であって、
　チャンネル状態情報基準信号（ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｔｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ、ＣＳＩ－ＲＳ）を送信する資源を決定し、複数個
のＣＳＩ－ＲＳミューティングパターンのうち、第１端末に適用される少なくとも１つの
ＣＳＩ－ＲＳミューティングパターンを決定し、前記決定された少なくとも１つのＣＳＩ
－ＲＳミューティングパターンに含まれる資源のうち選択された少なくとも一部の資源か
ら前記第１端末に対する制御信号を送信するように決定し、前記第１端末及び第２端末に
上位階層シグナリングを送信する制御器と、
　前記少なくとも一部の資源を用いて前記制御信号を前記基地局から前記第１端末に送信
する送受信機と、を含み、
　前記端末に対する上位階層シグナリングは、前記第１端末がＣＳＩ－ＲＳを受信するた
めの情報と、ミューティングが適用された資源情報と、前記第１端末に対する前記制御信
号を送信する資源情報とを含み、
　前記第２端末に対する上位階層シグナリングは、前記第２端末がＣＳＩ－ＲＳを受信す
るための情報と、ミューティングが適用された資源情報とを含み、
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　前記第１端末に対する前記制御信号が送信される前記少なくとも一部の資源は、前記第
２端末に対してミューティングで適用される
　ことを特徴とする基地局。
【請求項８】
　前記第１端末に対する前記制御信号を送信する資源は、前記ＣＳＩ－ＲＳを送信する資
源及び前記第１端末にミューティングが適用される資源と重ならないように決定される
　ことを特徴とする、請求項７に記載の基地局。
【請求項９】
　前記第１端末に送信される前記制御信号は、広帯域信号または副帯域信号である
　ことを特徴とする、請求項７に記載の基地局。
【請求項１０】
　無線通信システムにおいて、基地局から制御信号を受信する端末であって、
　前記基地局から上位階層シグナリングを受信し、前記基地局からチャンネル状態情報基
準信号（ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｔｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　
ｓｉｇｎａｌ、ＣＳＩ－ＲＳ）を受信するための資源を用いて前記ＣＳＩ－ＲＳを受信し
、前記端末に適用される少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳミューティングパターンに含まれ
る資源のうち選択された少なくとも一部の資源から前記制御信号を受信する送受信機と、
　前記受信した制御信号を処理する制御器と、を含み、
　前記端末に対する上位階層シグナリングは、前記端末がＣＳＩ－ＲＳを受信するための
情報と、ミューティングが適用された資源情報と、前記端末に対する前記制御信号を送信
する資源情報とを含み、
　他の端末に対する上位階層シグナリングは、前記他の端末がＣＳＩ－ＲＳを受信するた
めの情報と、ミューティングが適用された資源情報とを含み、
　前記端末に対する前記制御信号が送信される前記少なくとも一部の資源は、前記他の端
末に対してミューティングで適用される
　ことを特徴とする端末。
【請求項１１】
　前記端末に対する前記制御信号を受信するための資源は、前記ＣＳＩ－ＲＳを受信する
ための資源及び前記端末にミューティングが適用される資源と重ならないように決定され
る
　ことを特徴とする、請求項１０に記載の端末。
【請求項１２】
　前記端末に送信される前記制御信号は、広帯域信号または副帯域信号である
　ことを特徴とする、請求項１０に記載の端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムで制御情報送受信方法及び装置に関する。より具体的に、
本発明はＬＴＥ－Ａ移動通信システムに定義されたミューティングパターン(ｍｕｔｉｎ
ｇ ｐａｔｔｅｒｎ)位置を利用して制御信号を送信する方法を提案する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、セルラシステムではダウンリンクチャンネル状態を測定するために基準信号(Ｒ
ｅｆｅｒｅｎｃｅ ｓｉｇｎａｌ)を送信するべきである。３ＧＰＰのＬＴＥ－Ａ（Ｌｏｎ
ｇ Ｔｅｒｍ Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ Ａｄｖａｎｃｅｄ)システムの場合、基地局が送信する
ＣＳＩ－ＲＳ（Ｃｈａｎｎｅｌ Ｓｔａｔｕｓ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｒｅｆｅｒｅｎ
ｃｅ Ｓｉｇｎａｌ)を利用して端末は基地局と自分の間のチャンネル状態を測定する。上
記基準信号を利用したチャンネル状態情報の測定は、受信された基準信号の信号対干渉及
び雑音電力比が高いほど測定の正確度が向上する。したがって、チャンネル状態情報の正
確度を向上させるために受信された基準信号に対する干渉の電力を低めなければならない
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。
【０００３】
　他の送信端の基準信号が送信される時間、周波数、アンテナ、コード資源を使用せず空
けるミューティング(ｍｕｔｉｎｇ)もチャンネル状態情報基準信号に対する干渉を低める
ことができる１つの方法である。しかし、このようなミューティングの長所を得るために
は受信端で送信端が或る資源要素位置の基準信号をミューティングするか分からなければ
ならなく、これによってＬＴＥ－Ａでは一定の規則を有するミューティングパターンを定
義した。
【０００４】
　ところで、上記ミューティングパターンを利用する場合、互いに異なる無線通信システ
ム規格を支援するそれぞれの端末に対する制御情報をより效率的に運営することができて
、これに対する研究が必要な実情である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、ＬＴＥ－Ａシステムを基盤として定義されたミューティングパターンを利用
して新しい制御信号を送信する方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記のような問題点を解決するための本発明の予め決定された複数個のミューティング
パターンによる資源のうち、任意の資源を通じて制御情報を送信する無線通信システムで
基地局が第１端末及び第２端末に制御情報を送信する方法は、チャンネル状態情報基準信
号(ＣＳＩ－ＲＳ)を送信する資源及びミューティングを適用する資源を決定する段階、上
記ミューティングパターンによる資源のうち、上記第１端末に対する制御信号を送信する
資源を決定する段階、及び上記決定された資源情報を含む制御情報を端末に送信する段階
を含み、上記第１端末に対する制御信号を送信する資源は、上記第２端末に対してミュー
ティングで適用されることを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明の予め決定された複数個のミューティングパターンによる資源のうち、任
意の資源を通じて第１端末または第２端末に制御情報を送信する無線通信システムで端末
が基地局から制御情報を受信する方法は、上記基地局からチャンネル状態情報基準信号を
送信する資源、ミューティングを適用する資源、上記ミューティングパターンによる資源
のうち、上記第１端末に対する制御信号を送信する資源に対する情報を含む制御情報を受
信する段階、及び受信した制御情報を処理する段階を含み、上記第１端末に対する制御信
号を送信する資源は上記第２端末に対してミューティングで適用されることを特徴とする
。
【０００８】
　また、本発明の予め決定された複数個のミューティングパターンによる資源のうち、任
意の資源を通じて制御情報を送信する無線通信システムで基地局が第１端末及び第２端末
に制御情報を送信する基地局は、チャンネル状態情報基準信号(ＣＳＩ－ＲＳ)を送信する
資源及びミューティングを適用する資源を決定して、上記ミューティングパターンによる
資源のうち、上記第１端末に対する制御信号を送信する資源を決定する制御器及び上記決
定された資源情報を含む制御情報を端末に送信する送受信機を含み、上記第１端末に対す
る制御信号を送信する資源は上記第２端末に対してミューティングで適用されることを特
徴とする。
【０００９】
　そして、本発明の予め決定された複数個のミューティングパターンによる資源のうち、
任意の資源を通じて第１端末または第２端末に制御情報を送信する無線通信システムで基
地局から制御情報を受信する端末は、上記基地局からチャンネル状態情報基準信号を送信
する資源、ミューティングを適用する資源、上記ミューティングパターンによる資源のう
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ち、上記第１端末に対する制御信号を送信する資源に対する情報を含む制御情報を受信す
る送受信機及び上記受信した制御情報を処理する制御器を含み、上記第１端末に対する制
御信号を送信する資源は上記第２端末に対してミューティングで適用されることを特徴と
する。
【００１０】
　本発明によると、従来移動通信システムで定義されている基準新号パターンとミューテ
ィングを利用して新しい制御信号を送信することができる。これによって、限定された無
線資源をより效率的に用いることができ、信号間発生する干渉影響も減少させることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】ＬＴＥ－Ａシステムで基地局が端末に送信するＣＳＩ－ＲＳの位置を示した図面
である。
【図２】ＬＴＥ－Ａで定義されたミューティングパターンを示した図面である。
【図３】ＬＴＥ－ＡシステムでＣＳＩ－ＲＳ送信及びミューティングの適用を図示化した
図面である。
【図４】本発明の実施例による制御信号送信方法を示した図面である。
【図５】上記制御情報がＣＳＩ－ＲＳと共に送信されることを示した図面である。
【図６】本発明で提案する広帯域(ｗｉｄｅｂａｎｄ)信号送信方法を図示化した図面であ
る。
【図７】本発明で新しいｒｅｌｅａｓｅの端末のみのために送信される広帯域制御信号(
ｗｉｄｅｂａｎｄ ｃｏｎｔｒｏｌ ｓｉｇｎａｌ)の送信方法を示した図面である。
【図８】本発明で提案する全体システム帯域幅内で狭い帯域のみを利用する副帯域 (ｓｕ
ｂｂａｎｄ)制御信号送信方法を図示化した図面である。
【図９】本発明で提案する副帯域制御信号(ｓｕｂｂａｎｄ ｃｏｎｔｒｏｌ ｓｉｇｎａ
ｌ)を送信するまた他の方法を示した図面である。
【図１０】本発明の実施例による基地局の制御信号送信過程を示したフローチャートであ
る。
【図１１】本発明の実施例によって基地局で送信される制御情報を受信する端末の動作手
順を示したフローチャートである。
【図１２】本発明に提案する制御信号送信方法を基地局で具現する装置ブロックを示した
ブロック図である。
【図１３】本発明に提案する制御信号送信方法を適用する場合、基地局で送信した信号を
受信する端末装置ブロック図を示した図面である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施例を添付した図面と共に詳しく説明する。また、本発明を説明する
にあたり関連される公知機能、或いは構成に対する具体的な説明が本発明の要旨を不必要
に濁すことができると判断された場合。その詳細な説明は省略する。そして後述される用
語は本発明における機能を考慮して定義された用語として、これは使用者、運用者の意図
または慣例などによって変わることができる。よって、その定義は本明細書全般にわたっ
た内容を基づいて下されるべきである。
【００１３】
　また、本発明の実施例を具体的に説明することにおいて、ＯＦＤＭ基盤の無線通信シス
テム、特に３ＧＰＰ ＥＵＴＲＡ標準を主な対象とするはずであるが、本発明の主な要旨
は類似の技術的背景及びチャンネル形態を有するその他の通信システムにも本発明の範囲
を大きく逸脱しない範囲で少しの変形で適用可能であり、これは本発明の技術分野で熟練
された技術的知識を有した者の判断で可能であろう。
【００１４】
　図１は、ＬＴＥ－Ａシステムで基地局が端末に送信するＣＳＩ－ＲＳの位置を示した図
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面である。
【００１５】
　上記図１の１０１から１２０までの位置で各位置別に２つのＣＳＩ－ＲＳアンテナポー
ト(ａｎｔｅｎｎａ ｐｏｒｔ)に対する信号が送信されることができるように考案された
。すなわち、基地局は位置１０１のような１つの位置でダウンリンク測定のための２つの
ＣＳＩ－ＲＳアンテナポートに対する信号を端末に送信する。複数個のセルからなるセル
ラシステムの場合、上記図１の複数個の位置を各セル別に別途の位置を割り当ててＣＳＩ
－ＲＳを送信するようにできる。一例としてセル１の場合、位置１０１でＣＳＩ－ＲＳを
送信してセル２の場合、位置１０５でＣＳＩ－ＲＳを送信することである。このようにセ
ル別で互いに異なる位置でＣＳＩ－ＲＳ送信のための時間及び周波数資源を割り当てるこ
とは互いに異なるセルのＣＳＩ－ＲＳが互いに相互干渉を発生させることを防止するため
である。
【００１６】
　上記図１のＬＴＥ－Ａシステムは、システム帯域幅がＮ個の資源ブロック(Ｒｅｓｏｕ
ｒｃｅ Ｂｌｏｃｋ、ＲＢ)からなり、各ＲＢごとに一定の位置でＣＳＩ－ＲＳが送信され
る。一例として２５個のＲＢから構成されたＬＴＥ－Ａシステムの場合、すべてのＲＢの
１０１位置で２つのＣＳＩ－ＲＳアンテナポートに対する信号を端末に送信する。
【００１７】
　前述したさまざまな方法を通じて容量利得を増加させるためには、無線チャンネルの状
態に関する情報が必要であり、チャンネル状態情報が正確するほど容量利得向上に役に立
つ。基準信号を利用したチャンネル状態情報の測定は、受信された基準信号の信号対干渉
及び雑音電力比が高いほど測定の正確度が向上する。したがって、チャンネル状態情報の
正確度を向上させるため、受信された基準信号に対する干渉の電力を低めなければならな
い。他の送信端の基準信号が送信される時間、周波数、アンテナ、コード資源を使用せず
空けるミューティングもチャンネル状態情報基準信号に対する干渉を低めることができる
１つの方法である。
【００１８】
　しかし、このようなミューティングの長所を得るためには、受信端で送信端がどんな資
源要素位置の基準信号をミューティングするか分かるべきである。図２は、ＬＴＥ－Ａで
定義されたミューティングパターンを示した図面である。
【００１９】
　上記図２にはＡからＪまで総１０個のミューティングパターンが明示されている。上記
ミューティングパターンＡ～Ｊはそれぞれ４ポートＣＳＩ－ＲＳ送信パターンと一致する
ように設計された。ミューティングパターンをＣＳＩ－ＲＳ送信パターンと一致させるこ
とによって一基地局は他の基地局がＣＳＩ－ＲＳを送信する時、ミューティングを利用し
て干渉效果を減少させることができるようになる。ＬＴＥ－Ａに含まれたミューティング
は１つの基地局が複数個の隣接基地局のＣＳＩ－ＲＳに対する干渉を減少させることがで
きるように複数個のミューティングパターンに対してミューティングを適用するように設
計された。
【００２０】
　図３はＬＴＥ－ＡシステムでＣＳＩ－ＲＳ送信及びミューティングの適用を図示化した
図面である。
【００２１】
　上記図３で基地局はＣＳＩ－ＲＳ送信またはミューティング適用を１０サブフレーム(
ｓｕｂｆｒａｍｅ)ごとに行っている。上記サブフレームはＬＴＥ及びＬＴＥ－Ａシステ
ムで時間区間を分ける単位中の１つであり、 ０.００１ｓeｃまたは１ｍｓｅｃに該当さ
れる。すなわち、上記図３でＣＳＩ－ＲＳ送信またはミューティング適用は、毎１０ｍｓ
ｅｃごとになることを分かる。上記のようにＣＳＩ－ＲＳ送信またはミューティング適用
が行われる時、ＬＴＥ－Ａ端末は当該のサブフレームで次のような動作を行う。
【００２２】
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　1．ＣＳＩ－ＲＳ：基地局からＣＳＩ－ＲＳと指定された資源(すなわち、周波数及び時
間)区間でダウンリンクチャンネルの状態を測定する。すなわち、上記図１のように定義
されたＣＳＩ－ＲＳ送信位置でＣＳＩ－ＲＳを測定することである。
【００２３】
　２.ミューティング：基地局からミューティングと指定された周波数時間区間は自分に
割り当てない資源と判断して当該の区間を無視して次の有效な資源に過ぎる。すなわち、
データチャンネル(ＰＤＳＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｄｏｗｎｌｉｎｋ Ｓｈａｒｅｄ Ｃｈ
ａｎｎｅｌ)を受信することにおいて基地局がミューティングと指定した周波数時間区間
はＰＤＳＣＨの送信に利用されない資源と判断して当該の区間を欠かして(ｓｋｉｐ)次の
区間に過ぎる。
【００２４】
　上記で言及したようにＬＴＥ－Ａシステムで端末は、ＣＳＩ－ＲＳと指定された区間で
は信号を測定するがミューティングと指定された区間では信号を測定しない。
【００２５】
　このような動作はＬＴＥ－Ａ以後のシステムで新しい信号を送信することに活用される
ことができる。本発明は、ＬＴＥ－Ａに定義されたミューティングパターンを利用してＬ
ＴＥ－Ａを基盤としてＬＴＥ－Ａ以後に定義されるシステムで新しいｒｅｌｅａｓｅの端
末(または、「第１端末」、以下、同じ)に新しく定義された信号(例えば、制御信号)を送
信すると共に既存ＬＴＥ－Ａ　ｌｅｇａｃｙ端末(または 「第２端末」、以下、同じ)に
は干渉效果を排除させることができるようにする。このような方法は、ＬＴＥ－Ａ以後に
定義されるシステムで具現される新しい機能のために新しい制御チャンネルを導入する場
合、当該の制御チャンネルがＬＴＥ－Ａ ｌｅｇａｃｙ端末に干渉效果を発生させなく一
定の周波数時間資源をもって送信されることができるようにする。
【００２６】
　図４は、本発明の実施例による制御信号送信方法を示した図面である。
【００２７】
　上記図４で基地局は位置４００、４１０、４２０、４３０、４４０、４５０で以下のよ
うに信号を送信したりミューティングを行う。
【００２８】
　１．位置４００、４１０：ＬＴＥ－Ａ ｌｅｇａｃｙ端末または新しいｒｅｌｅａｓｅ
の端末が受信することができるＣＳＩ－ＲＳが送信される 
【００２９】
　２．位置４２０、４３０：ＬＴＥ－Ａ ｌｅｇａｃｙ端末と新しいｒｅｌｅａｓｅの端
末が共にミューティングと認識される 
【００３０】
　３．位置４４０、４５０：ＬＴＥ－Ａ ｌｅｇａｃｙ端末にはミューティングと認識さ
れるが新しいｒｅｌｅａｓｅの端末には制御信号(ｃｏｎｔｒｏｌ ｓｉｇｎａｌｉｎｇ)
が送信される
【００３１】
　上記図４の位置４４０及び４５０で基地局は新しいｒｅｌｅａｓｅの端末のみのための
制御信号を送信する。このように新しい端末にだけ制御信号を送信することにおいて重要
なことは上記制御信号がｌｅｇａｃｙ端末に干渉で作用しないようにすることである。一
例としてｌｅｇａｃｙ端末が上記位置４４０及び４５０から送信された新しい端末のみの
ための制御信号を自分のためのデータ送信の一部と判断して受信動作を行う場合、当該の
端末は位置４４０及び４５０に載った制御信号によって干渉效果を受けるようになりデー
タチャンネルを受信することにおいて性能低下を経験するようになる。
【００３２】
　上記のように新しいｒｅｌｅａｓｅの端末のみのための制御信号を送信することにおい
てｌｅｇａｃｙ端末に及ぶ干渉を排除するために、本発明で提案するところは、ｌｅｇａ
ｃｙ端末に次のような情報を上位階層シグナリング(ｈｉｇｈｅｒ ｌａｙｅｒ ｓｉｇｎ
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ａｌｉｎｇ)を利用して通報することである。
【００３３】
　[１]ｌｅｇａｃｙ端末のための上位階層シグナリング
　１．位置４００、４１０：ＣＳＩ－ＲＳが送信される 
　２．位置４２０、４３０：ミューティングが適用される
　３．位置４４０、４５０：ミューティングが適用される
【００３４】
　すなわち、基地局がｌｅｇａｃｙ端末に上位階層シグナリングを通じて送信する情報は
ｌｅｇａｃｙ端末がＣＳＩ－ＲＳを受信するための情報及びミューティング適用された資
源情報を含むことができる。
【００３５】
　一方、基地局は新しいｒｅｌｅａｓｅの端末に次のような情報を上位階層シグナリング
を利用して通報する。
【００３６】
　[２] 新しいｒｅｌｅａｓｅの端末のための上位階層シグナリング
　１．位置４００、４１０：ＣＳＩ－ＲＳが送信される 
　２．位置４２０、４３０：ミューティングが適用される 
　３．位置４４０、４５０：制御信号が送信される
【００３７】
　すなわち、基地局が新しいｒｅｌｅａｓｅ端末に上位階層シグナリングを通じて送信す
る情報は新しいｒｅｌｅａｓｅ端末がＣＳＩ－ＲＳを受信するための情報、ミューティン
グ適用された資源情報、ミューティングパターンを利用して制御信号が送信される資源情
報を含むことができる。
【００３８】
　上記のように、上位階層シグナリングを利用してｌｅｇａｃｙ端末と新しいｒｅｌｅａ
ｓｅの端末に他の送受信状況を通報する場合、ｌｅｇａｃｙ端末は位置４４０及び４５０
でミューティングが適用されることを認識して当該の資源を自分のデータチャンネル受信
過程に含ませない。一方、新しいｒｅｌｅａｓｅの端末は位置４４０及び４５０で制御信
号が送信されることを認識して当該の資源で制御信号受信機を動作させるようになる。す
なわち、基地局は自分と連結されている端末がｌｅｇａｃｙ端末であるか、それとも新し
いｒｅｌｅａｓｅの端末であるかによって上記[１]または[２]の情報を上位階層シグナリ
ングを利用して送信する。
【００３９】
　本発明で提案する上記制御信号、すなわち新しいｒｅｌｅａｓｅ端末のみのための制御
信号はいつも上記図２で図示した複数個のミューティングパターンによる資源のうちで一
部資源を通じて送信される。すなわち、新しいｒｅｌｅａｓｅの端末にだけ送信される制
御信号はミューティングパターンを外れた周波数及び時間資源を活用して送信されない特
徴を有する。このように上記制御信号の送信をミューティングパターン内で限定すること
はｌｅｇａｃｙ端末に及ぶ干渉效果を排除するためである。ｌｅｇａｃｙ端末の場合、基
地局がミューティングパターン以外の周波数及び時間資源を用いることができないように
設定する機能が排除されているから本発明のように制御信号がミューティングパターンに
限ることが重要である。
【００４０】
　本発明で提案する新しいｒｅｌｅａｓｅの端末に送信する制御情報はサブフレーム(ｓ
ｕｂｆｒａｍｅ)にＣＳＩ－ＲＳが送信されるか否かにかかわらず送信されることができ
る。図５は、上記制御情報がＣＳＩ－ＲＳと共に送信されることを示したものである。
【００４１】
　上記図５の送信１(ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ 1)の場合、ＣＳＩ－ＲＳと制御信号が別
途のサブフレームから送信されている。上記図５の送信１(ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ 1)
の場合、ＣＳＩ－ＲＳが送信されるサブフレーム内の位置と制御信号が送信される位置が
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独立的に設定されることができる。一方、送信２(ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ ２)の場合
、 ＣＳＩ－ＲＳと制御信号が一部サブフレームで同時に送信される。上記送信２(ｔｒａ
ｎｓｍｉｓｓｉｏｎ ２)のように一部サブフレームで２つの信号が同時に送信される場合
、ＣＳＩ－ＲＳが送信されるサブフレーム内の位置と制御信号が送信される位置が重なら
ないように設定すべきである。一例としてＣＳＩ－ＲＳの場合、上記図１の位置１０１で
送信して制御信号は上記図２のミューティングパターンＣに該当する位置で送信すること
である。
【００４２】
　本発明で提案する新しいｒｅｌｅａｓｅの端末に送信する制御情報は広い帯域にかけて
送信される広帯域(ｗｉｄｅｂａｎｄ)信号の形態であったり狭い帯域にかけて送信される
副帯域信号であることができる。図６は、本発明で提案する広帯域信号送信方法を図示化
した図面である。
【００４３】
　上記図６図で新しいｒｅｌｅａｓｅの端末のみのために送信される制御信号は、ミュー
ティングパターンＡによる資源を利用して送信される。上記図６の広帯域制御信号６００
は、 システム帯域幅を構成するすべてのＲＢ内のミューティングパターンＡの位置から
送信される。上記のようにシステム帯域幅を構成するすべてのＲＢの一定のミューティン
グパターンを利用して制御情報を送信することは同一の制御情報を複数個の端末に同時に
送信する放送(ｂｒｏａｄｃａｓｔ)方式の制御信号送信に適合する。
【００４４】
　図７は、本発明で新しいｒｅｌｅａｓｅの端末のみのために送信される広帯域制御信号
の送信方法を示した図面である。
【００４５】
　上記図７で新しいｒｅｌｅａｓｅの端末のみのために送信される制御信号は上記図６と
同様にミューティングパターンＡによる資源を通じて送信される。しかし上記図６と比べ
る時、図７の場合、１つの広帯域制御信号が送信されるのではなく複数個の広帯域制御信
号が送信される。上記図７の広帯域制御信号1に該当する７００と広帯域制御信号２に該
当する７１０は、ミューティングパターンＡの位置で送信されるがそれぞれすべてのＲＢ
で送信されなく一部ＲＢでばかり送信される。上記７のように一部ＲＢでばかり送信され
る広帯域制御信号１と広帯域制御信号２は、特定ＲＢのＲＢインデックス(ＲＢ ｉｎｄｅ
ｘ)が奇数または偶数なのか否かによって当該のＲＢで送信するか否かを決定することが
できる。上記図７では２つの広帯域制御信号を同一のミューティングパターン位置で送信
する方法を示したが本発明は３つ以上の広帯域制御信号を送信する場合にも同一方法で適
用されることができる。すなわち、Ｎ個の広帯域制御信号を１つのミューティングパター
ン位置で送信しようとする場合、各広帯域制御信号別で或るＲＢを割り当てるかをＲＢイ
ンデックスに対するモジュールでＮ動作(ｍｏｄｕｌｏ Ｎ ｏｐｅｒａｔｉｏｎ)で決定す
ることができる。すなわち、Ｎ個の広帯域制御信号のうち、ｉ番目の広帯域制御信号はＲ
Ｂインデックス(ＲＢ ｉｎｄｅｘ)が以下の［数１］を満足するＲＢを利用して送信する
ことである。
【００４６】
【数１】

【００４７】
　また、上記図７では１つのミューティングパターンを利用して広帯域制御信号を送信す
ることで明示したが複数個のミューティングパターンを利用しても同一方法で広帯域制御
信号を送信することができる。
【００４８】
　本発明で提案する新しいｒｅｌｅａｓｅの端末に送信する制御情報は、広い帯域にかけ
て送信される広帯域信号の形態であったり狭い帯域にかけて送信される副帯域信号である
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ことができる。図８は、本発明で提案する全体システム帯域幅内で狭い帯域のみを利用す
る副帯域制御信号送信方法を図示化したものである。
【００４９】
　上記図８で新しいｒｅｌｅａｓｅの端末のみのために送信される制御信号は、ミューテ
ィングパターンＡを利用して送信される。上記図８では複数個の副帯域制御信号が送信さ
れている。それぞれ互いに異なる情報を有する副帯域制御信号８００、８１０、８２０は
システム帯域幅を構成するＲＢのうちで一部でばかり送信されている。
【００５０】
　上記図８のように副帯域制御信号を送信することは制御信号を特定端末に送信する場合
に有用である。反対に上記図６と７のように広帯域制御信号を送信することは制御信号を
複数個の不特定端末に送信する場合に有用である。
【００５１】
　図９は、本発明で提案する副帯域制御信号を送信するまた他の方法で各副帯域制御信号
別で別途のミューティングパターンを割り当てて送信する場合に該当する。
【００５２】
　上記図９で基地局は、副帯域制御信号1に該当する９００は、ミューティングパターン
Ａの位置から送信して副帯域制御信号２に該当する９１０はミューティングパターンＢの
位置で送信している。上記のように副帯域制御信号ごとに別途のミューティングパターン
を割り当てて互いに異なる時空間資源を利用して送信するようにすることは特定端末のた
めの互いに異なる種類の制御信号を送信することに有用である。
【００５３】
　図１０は、本発明の実施例による基地局の制御信号送信過程を示したフローチャートで
ある。上記図１０の過程１０００で基地局はＣＳＩ－ＲＳを送信することに利用する資源
すなわち、周波数及び時間を決定する。上記過程１０００で決定されるＣＳＩ－ＲＳの周
波数及び時間資源を決定する要素としては送信周期、ＣＳＩ－ＲＳアンテナポート数、及
び上記図１と同様な細部位置がある。
【００５４】
　過程１０００でＣＳＩ－ＲＳの周波数及び時間資源を決定した後、基地局は過程１０１
０のように周波数及び時間資源でミューティングを適用するかを決定する。基地局は上記
過程１０１０のミューティングされる周波数及び時間資源に対しては送信電力を割り当て
ない。また、基地局は上記過程１０００及び過程１０１０を行うことにおいて、上記過程
１０１０のミューティングされる周波数及び時間資源と上記過程１０００のＣＳＩ－ＲＳ
が送信される周波数及び時間資源を重ならないようにするべきである。
【００５５】
　過程１０１０でミューティングが適用される周波数及び時間資源の決定された後、基地
局は過程１０２０で新しいｒｅｌｅａｓｅの端末に制御信号を送信することに利用するミ
ューティングパターンを決定する。上記ミューティングパターンは、上記図２の複数個の
ミューティングパターンのうちで決定されて、上記過程１０００及び１０１０でＣＳＩ－
ＲＳ及び実際ミューティングに利用される周波数及び時間資源と重ならないように決定さ
れるべきである。
【００５６】
　上記過程１０００、１０１０、１０２０が完了した後基地局は、過程１０３０で新しい
ｒｅｌｅａｓｅの端末とｌｅｇａｃｙ端末にＣＳＩ－ＲＳ送信、ミューティング、ミュー
ティングパターンから送信される制御信号に係って決定された事項を上位シグナリングを
利用して次のような内容の情報を伝達する。
【００５７】
　[１]ｌｅｇａｃｙ端末のための情報
　１．端末がＣＳＩ－ＲＳを受信するための情報
　２．ミューティングが適用された周波数及び時間資源に対する情報
【００５８】
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　一方、新しいｒｅｌｅａｓｅの端末に次のように上位階層シグナリングを利用して通報
する。
【００５９】
　[２] 新しいｒｅｌｅａｓｅの端末のための情報
　１．端末がＣＳＩ－ＲＳを受信するための情報
　２．ミューティングが適用された周波数及び時間資源に対する情報
　３．ミューティングパターンを利用して制御信号が送信される周波数及び時間資源に対
する情報
【００６０】
　上記ｌｅｇａｃｙ端末のための情報のうち、 ミューティングが適用された周波数及び
時間資源に対する情報には実際ミューティングが適用される周波数及び時間資源に対する
情報とミューティングパターンを利用して新しいｒｅｌｅａｓｅの端末のための制御信号
が送信される周波数及び時間資源に対する情報を含む。よって、上記過程１０３０と同様
な情報を受信したｌｅｇａｃｙ端末はミューティングパターンを利用して送信される制御
信号をミューティングとして認識することによって自分のトラフィックチャンネル受信信
号の一部で処理しなくなる。
【００６１】
　上記新しいｒｅｌｅａｓｅの端末のための情報のうち、 ミューティングが適用された
周波数及び時間資源に対する情報は次の２つの方法のうち、１つで決定されることができ
る。
【００６２】
　方法１：ｌｅｇａｃｙ端末のためのミューティング関連情報と同一にすること
【００６３】
　方法２：ｌｅｇａｃｙ端末のためのミューティング関連情報からミューティングパター
ンのための制御信号が送信される周波数及び時間資源に対する情報を抜いたこと
【００６４】
　上記方法１のようにする場合、新しいｒｅｌｅａｓｅの端末はミューティングが適用さ
れた周波数及び時間資源に対する情報を受信した後、この情報にミューティングパターン
を利用して制御信号が送信される周波数及び時間資源に対する情報を適用することによっ
て実際にどの周波数時間でミューティングが適用されるかどうかを判断する。一方、方法
２のようにする場合、方法1のような過程無しにどの周波数及び時間資源で実際にミュー
ティングが適用されるかどうかを判断することができる。
【００６５】
　上記過程１０３０と同様にＣＳＩ－ＲＳ、ミューティング、ミューティングパターンを
利用した制御信号送信に係る情報を上位階層を通じて各端末に送信した基地局は、過程１
０４０でＣＳＩ－ＲＳ送信、ミューティング適用、ミューティングパターンを利用した制
御信号送信を行う。
【００６６】
　図１１は、本発明の実施例によって基地局から送信される制御情報を受信する端末の動
作手順を示したフローチャートである。上記図１１の過程１１００で端末は基地局が送信
したＣＳＩ－ＲＳ、ミューティング、ミューティングパターンを利用した制御信号送信に
係る情報を受信する。これは上記図１０の過程１０３０で基地局が送信した情報を受信す
る過程に該当する。過程１１００で基地局が送信した情報を受信した端末は自分がｌｅｇ
ａｃｙ端末であるか、それとも新しいｒｅｌｅａｓｅの端末であるか否かによって異なる
ように動作する。ｌｅｇａｃｙ端末の場合、過程１１３０のようにミューティングパター
ンを利用して送信される制御チャンネルがないと判断するようになる。一方、新しいｒｅ
ｌｅａｓｅの端末の場合、基地局がミューティングパターンを利用して送信する制御チャ
ンネルがあるのか否かによって過程１１４０のように当該のミューティングパターンで制
御チャンネルを受信するための受信動作を行う過程１１３０のように制御信号がミューテ
ィングパターンを利用して送信されないと判断する。
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【００６７】
　一方、図１１で示されなかったが、端末は制御情報受信段階以前に、基地局から上位階
層シグナリングを通じてその他の制御情報を受信することができる。もし、端末が第１端
末(新しいｒｅｌｅａｓｅの端末)であれば、第１端末はＣＳＩ－ＲＳを受信するための情
報、ミューティングが適用された周波数及び時間資源に対する情報、第１端末に対する制
御信号を送信する資源情報を上位階層シグナリングを通じて受信することができる。
【００６８】
　一方、端末が第２端末(ＬＴＥ－Ａ　ｌｅｇａｃｙ端末)であれば、第２端末はＣＳＩ－
ＲＳを受信するための情報とミューティング適用された周波数及び時間資源に対する情報
を上位階層シグナリングを通じて受信することができる。図１２は、本発明に提案する制
御信号送信方法を基地局で具現する装置を示したブロック図である。
【００６９】
　上記図１２のＣＳＩ－ＲＳ信号生成器１２００は、ＣＳＩ－ＲＳの送信信号を発生させ
る。また制御信号生成器１２１０は、本発明で提案するミューティングパターンを利用し
て送信される新しいｒｅｌｅａｓｅの端末のための制御信号を発生させる。また、その他
信号生成器１２２０は、トラフィックチャンネルなどその他送信される信号を発生させる
。上記装置１２００、１２１０、１２２０で発生された信号は装置１２３０のｍｕｘに入
力される。上記装置１２３０のｍｕｘは装置１２００、１２１０、１２２０の出力信号を
入力で受けて、これらを装置１２４０の制御器の制御によって時間及び周波数資源上でｍ
ｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇする機能を行う。この時、上記装置１２１０で発生された制御信
号は本発明で提案したように基地局が指定したミューティングパターン上で送信されるよ
うに配置される。
【００７０】
　制御器１２４０は、本発明の実施例による基地局の全般的な動作を制御する。特に、制
御器１２４０は予め決定された複数個のミューティングパターンによる資源のうちで任意
の資源を通じて制御情報を送信する一連の過程を制御する。このために、制御器１２４０
はチャンネル状態情報基準信号(ＣＳＩ－ＲＳ)を送信する資源及びミューティングを適用
する資源を決定する。次いで、制御器１２４０は上記ミューティングパターンによる資源
のうちで上記第１端末に対する制御信号を送信する資源を決定する。この場合、上記第１
端末に対する制御信号を送信する資源は、上記第２端末に対してミューティングで適用さ
れる。そして制御器１２４０は、上記決定された資源情報を含む制御情報を端末に送信す
るように制御する。
【００７１】
　また、制御器１２４０は資源情報を端末に送信する前に、第１端末及び第２端末に上位
階層シグナリングを送信することができる。この場合、第１端末に対する上位階層シグナ
リングは上記第１端末がＣＳＩ－ＲＳを受信するための情報、ミューティングが適用され
た資源情報、上記第１端末に対する制御信号を送信する資源情報を含むことができる。ま
た、第２端末に対する上位階層シグナリングは上記第２端末がＣＳＩ－ＲＳを受信するた
めの情報、ミューティングが適用された資源情報を含むことができる。
【００７２】
　図１３は、本発明に提案する制御信号送信方法を適用する場合、基地局で送信した信号
を受信する端末装置ブロック図を示した図面である。
【００７３】
　図１３で装置１３００に受信された信号が入力される。当該の信号は装置１３１０の制
御器によって装置１３００のｄｅｍｕｘでＣＳＩ－ＲＳ、新しいｒｅｌｅａｓｅの端末の
ための制御信号、その他信号でｄｅｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇされる。上記装置１３００
 でｄｅｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇされて出力されたＣＳＩ－ＲＳ、新しいｒｅｌｅａｓ
ｅの端末のための制御信号、その他信号はそれぞれ装置１３２０のＣＳＩ－ＲＳ受信機、
装置１３３０ミューティングパターン位置で送信される制御信号のための受信機、装置１
３４０のその他信号に対する受信機で入力されて各信号別で適切な受信動作を経て出力さ
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【００７４】
　一方、制御器１３１０は、基地局から送信される上位階層シグナリングを受信する一連
の過程を制御することができる。この場合、第１端末に対する上位階層シグナリングは上
記第１端末がＣＳＩ－ＲＳを受信するための情報、ミューティングが適用された資源情報
、上記第１端末に対する制御信号を送信する資源情報を含むことができる。そして第２端
末に対する上位階層シグナリングは上記第２端末がＣＳＩ－ＲＳを受信するための情報、
ミューティングが適用された資源情報を含むことができる。
【００７５】
　上記本発明に対する説明では新しいｒｅｌｅａｓｅの端末に制御信号を送信することに
おいて既存に定義されたミューティングパターンを利用する方法を明示した。上記方法は
、制御信号だけでなくその他基準信号またはトラフィック信号にも同様に適用されること
ができることを明らかにする。また、本発明では新しいｒｅｌｅａｓｅの端末に送信する
場合に対して説明しているが同様のｒｅｌｅａｓｅの端末の間でも同様に適用されること
ができることを明らかにする。
【符号の説明】
【００７６】
１２００　ＣＳＩ－ＲＳ信号生成器
１２１０　新規制御信号生成器
１２２０　その他信号生成器
１２４０　制御器
１３１０　制御器
１３２０　ＣＳＩ－ＲＳ受信機
１３３０　装置
１３４０　装置
【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】
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